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魯
申
公
と
浮
丘
伯
と
に
つ
い
て
井
　
上
　
　
　
了
は
じ
め
に
伝
統
的
な
理
解
と
し
て
、
戦
国
期
の
儒
学
は
秦
始
皇
の
焚
書
に
よ
り
い
っ
た
ん
断
絶
し
、
前
漢
文
帝
が
挟
書
律
を
廃
し
た
こ
と
に
よ
り
復
興
し
た
と
さ
れ
る
。
特
に
、
済
南
の
伏
生
に
よ
る
『
尚
書
』
復
元
は
、
印
象
深
い
説
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る）1
（
。
し
か
し
た
と
え
ば
陸
賈
は
劉
邦
へ
『
詩
』・『
書
』
を
説
い
て
お
り
、
焚
書
以
降
に
も
伏
生
に
よ
ら
な
い
『
書
』
の
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。ま
た
た
と
え
ば
叔
孫
通
よ
り
も
後
に
出
た
高
堂
生
は『
儀
礼
』
十
七
篇
を
保
存
し
て
い
た
と
い
う）2
（
。
漢
初
の
儒
学
は
、
壁
中
蔵
書
と
い
っ
た
細
い
糸
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
戦
国
生
き
残
り
の
儒
家
た
ち
に
よ
り
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た）3
（
。
漢
初
に
復
興
し
た
儒
学
は
、
荀
子
の
流
れ
を
汲
む
魯
学
派
と
、
董
仲
舒
に
代
表
さ
れ
る
斉
学
派
に
大
き
く
区
分
さ
れ
る
と
い
う）4
（
。
魯
学
の
祖
と
さ
れ
る
魯
の
申
公
は
、
焚
書
以
前
に
浮
丘
伯
か
ら
『
詩
』
を
学
び
、
漢
の
武
帝
の
頃
ま
で
生
き
て
孔
安
国
や
江
公
ら
を
教
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
事
実
で
あ
れ
ば
、
彼
は
荀
子
と
漢
儒
と
を
つ
な
ぐ
重
要
な
位
置
を
占
め
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
の
履
歴
や
学
統
に
は
疑
問
な
点
も
少
な
く
な
い
。
小
論
で
は
、
申
公
の
経
歴
や
彼
が
学
ん
だ
と
い
う
浮
丘
伯
に
つ
い
て
確
認
し
、
ひ
い
て
は
彼
ら
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
『
穀
梁
伝
』
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。
戦
国
と
漢
と
を
つ
な
ぐ
儒
者
た
ち
『
史
記
』
袁
盎
鼂
錯
列
伝
に
よ
れ
ば
、伏
生
は
「
孝
文
帝
時
」
に
「
年
九
十
余
」
と
い
う
。
文
帝
初
年
に
九
十
余
歳
な
ら
ば
生
年
は
前
二
七
〇
年
以
前
と
な
り
、
范
増
よ
り
や
や
年
少
で
酈
食
其
と
ほ
ぼ
同
年
齢
と
な
る
。
す
な
わ
ち
伏
生
は
白
起
抜
郢
の
数
年
後
に
生
ま
れ
、
荀
子
が
蘭
陵
令
を
廃
さ
れ
た
頃
に
三
十
代
前
半
、
始
皇
の
統
一
の
時
す
で
に
五
十
余
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
漢
初
の
儒
家
と
い
う
よ
り
も
戦
国
斉
の
遺
老
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
た
と
え
ば
張
蒼
は
戦
国
魏
の
安
釐
王
の
時
に
生
ま
れ
て
前
漢
文
帝
の
丞
相
と
な
り
、
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
九
号 
平
成
三
〇
年
六
月 
八
一
－
九
一
頁
82
馮
唐
や
尉
佗
は
趙
王
遷
の
頃
か
ら
武
帝
期
ま
で
を
生
き
た）5
（
。
戦
国
生
き
残
り
の
老
人
た
ち
の
活
躍
の
下
限
は
、
高
祖
期
や
恵
帝
期
で
は
な
く
武
帝
期
で
あ
っ
た
の
だ
。
魯
は
戦
国
末
に
楚
へ
併
合
さ
れ
、
秦
末
に
は
魯
儒
ら
が
張
楚
に
与
し
て
孔
甲
は
陳
渉
に
殉
じ
た）6
（
。
し
か
し
楚
漢
戦
後
に
劉
邦
が
魯
を
囲
ん
だ
際
「
魯
中
の
儒
家
」
は
礼
楽
の
講
習
を
や
め
ず
弦
歌
の
音
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う）7
（
。
ま
た
叔
孫
通
が
劉
邦
に
降
っ
た
際
に
は
「
儒
生
弟
子
百
余
人
」
を
従
え
て
お
り
、
漢
は
そ
の
当
初
か
ら
大
規
模
な
儒
家
集
団
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
と
な
る）8
（
。
挟
書
律
の
廃
止
前
に
も
、
叔
孫
通
の
学
団
、
魯
中
の
儒
家
、
陸
賈
や
伏
生
な
ど
、
多
く
の
者
た
ち
が
詩
書
礼
楽
を
伝
え
て
い
た
の
だ
。
魯
申
公
と
楚
元
王
・
穆
生
・
白
生
さ
て
、『
漢
書
』
儒
林
伝
や
楚
元
王
伝
に
よ
れ
ば
、申
公
は
魯
の
人
、
若
く
し
て
浮
丘
伯
（
荀
子
の
門
人
）
に
『
詩
』
を
学
び
、
劉
交
（
後
の
楚
元
王
）・
魯
の
穆
生
・
白
生
ら
と
同
門
と
な
っ
た
が
、
始
皇
の
焚
書
に
よ
り
別
去
し
た
と
い
う
。
漢
が
興
る
と
、
申
公
は
師
と
と
も
に
魯
で
高
祖
に
謁
見
し
た
。
呂
后
の
時
に
は
浮
丘
伯
が
長
安
に
居
り
、
楚
元
王
は
子
の
郢
客
（
後
の
夷
王
）
を
浮
丘
伯
の
も
と
へ
遣
っ
て
申
公
と
共
に
学
ば
せ
た）9
（
。
元
王
が
薨
じ
夷
王
が
立
つ
と
、申
公
は
王
太
子
戊
の
傅
と
さ
れ
た
。
し
か
し
太
子
戊
は
学
問
を
好
ま
ず
申
公
を
辱
め
た
た
め
、
戊
が
立
つ
と
申
公
は
魯
へ
帰
り
家
教
に
専
念
し
た
。
王
戊
は
や
が
て
呉
王
濞
ら
と
共
に
乱
を
起
こ
し
、
破
れ
て
自
殺
す
る
。
申
公
は
『
詩
』
の
訓
詁
を
作
っ
て
教
え
た
が
、家
教
の
弟
子
は
「
百
余
人
」（『
史
記
』
儒
林
列
伝
）
あ
る
い
は
「
千
余
人
」（『
漢
書
』
儒
林
伝
）
と
い
い
、
博
士
と
な
っ
た
も
の
十
余
人
、
大
夫
・
郎
・
掌
故
は
百
を
以
て
数
え
、
孔
安
国
は
臨
淮
太
守
、
王
臧
は
景
帝
の
太
子
少
傅
、
趙
綰
は
御
史
大
夫
に
至
っ
た
。
武
帝
の
初
年
、
王
臧
・
趙
綰
が
明
堂
を
建
て
ん
こ
と
を
請
い
、
帝
は
八
十
余
歳
の
申
公
を
蒲
車
も
て
迎
え
た）10
（
。
し
か
し
老
子
を
好
む
竇
太
后
は
王
臧
ら
を
投
獄
し
て
自
殺
さ
せ
、申
公
は
病
と
称
し
て
帰
り
、
数
年
に
し
て
卒
し
た
。
申
公
は
『
詩
』
と
『
春
秋
』
と
を
教
授
し
、
瑕
丘
の
江
公
は
よ
く
こ
れ
を
伝
え
、
門
下
は
最
も
盛
ん
と
な
っ
た
。
『
漢
書
』
の
造
作
以
上
、『
漢
書
』
儒
林
伝
を
中
心
に
概
観
し
た
。
こ
れ
は
お
お
む
ね
『
史
記
』
儒
林
列
伝
を
襲
っ
て
い
る
が
、『
史
記
』
に
は
見
え
ず
『
漢
書
』
の
追
記
あ
る
い
は
改
変
と
思
わ
れ
る
部
分
が
大
き
く
三
つ
指
摘
で
き
る
。
そ
の
う
ち
瑕
丘
江
公
以
下
の
学
統
を
述
べ
た
部
分
が
『
漢
書
』
の
追
記
で
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
他
の
二
箇
所
が
と
も
に
浮
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丘
伯
に
係
る
記
述
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
ず
『
漢
書
』
は
冒
頭
「
申
公
、
魯
人
也
。」
の
後
に
「
少
与
楚
元
王
交
倶
事
斉
人
浮
丘
伯
受
『
詩
』。」
と
い
う
が
、『
史
記
』
は
こ
れ
を
欠
き
、
直
ち
に
「
高
祖
過
魯
、
申
公
以
弟
子
従
師
入
見
高
祖
于
魯
南
宮
。」
へ
接
続
し
て
い
る
。
ま
た
『
漢
書
』
の
「
呂
太
后
時
、
浮
丘
伯
在
長
安
。
楚
元
王
、
遣
子
郢
与
申
公
倶
卒
学
。」
を
『
史
記
』
は
「
呂
太
后
時
、
申
公
游
学
長
安
、
与
劉
郢
同
師
。」
と
し
て
浮
丘
伯
の
名
を
挙
げ
ず
、ま
た
『
史
記
』
楚
元
王
世
家
に
も
元
王
が
『
詩
』
を
学
ん
だ
こ
と
は
見
え
な
い
。
す
な
わ
ち
『
史
記
』
に
は
元
王
や
申
公
が
焚
書
以
前
に
『
詩
』
を
学
ん
だ
と
す
る
記
事
は
な
く
、
呂
后
期
に
夷
王
や
申
公
が
学
ん
だ
師
も
浮
丘
伯
だ
と
は
さ
れ
て
い
な
い）11
（
。
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
は
、
元
王
や
申
公
と
と
も
に
浮
丘
伯
に
学
ん
だ
者
と
し
て
魯
穆
生
と
白
生
の
名
を
挙
げ
、
ま
た
申
公
が
文
帝
の
博
士
と
な
っ
た
こ
と
、
元
王
も
『
詩
』
の
伝
を
つ
く
り
「
元
王
詩
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
、
穆
生
・
白
生
・
申
公
が
楚
の
中
大
夫
と
さ
れ
た
こ
と
、
楚
王
戊
が
礼
を
失
し
穆
生
が
去
っ
た
こ
と
、
等
を
縷
々
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
や
は
り
『
史
記
』
楚
元
王
世
家
に
は
見
え
ず
『
漢
書
』
の
追
記
に
係
り
、
す
く
な
く
と
も
穆
生
と
白
生
と
を
元
王
の
同
門
と
す
る
の
は
虚
構
だ
ろ
う
。
申
公
が
武
帝
の
初
年
に
八
十
余
歳
な
ら
ば
焚
書
の
年
に
は
十
歳
前
後
と
な
り
、
焚
書
以
前
に
元
王
と
学
友
だ
っ
た
と
い
う
話
は
信
じ
が
た
い）12
（
。
ま
た
劉
邦
の
出
自
か
ら
も
、
彼
の
弟
が
少
時
に
魯
で
『
詩
』
を
学
ん
で
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
楚
元
王
伝
は
「
元
王
詩
」
に
つ
い
て
「
世
或
有
之
。」
と
い
う
微
妙
な
表
現
を
す
る
。
世
に
あ
ま
り
伝
わ
ら
な
い
書
だ
と
し
て
も
、
劉
向
・
歆
は
元
王
の
子
孫
で
あ
り
、『
漢
書
』
芸
文
志
が
こ
れ
を
載
せ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
だ
ろ
う）13
（
。
ま
た
『
漢
書
』
は
、
呉
王
濞
と
通
謀
し
た
楚
王
戊
を
申
公
と
白
公
が
諌
め
、
王
戊
が
彼
ら
に
赭
衣
を
着
せ
て
市
に
舂
か
せ
た
と
い
う
。
し
か
し
『
史
記
』
に
よ
れ
ば
王
戊
を
諌
め
た
の
は
楚
相
の
張
尚
と
太
傅
の
趙
夷
吾
の
二
人
の
み
で
、
王
戊
は
彼
ら
を
殺
し
て
挙
兵
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
謀
反
を
諌
め
た
者
を
市
に
舂
か
せ
る
と
い
う
措
置
は
防
諜
上
あ
り
得
ず
、
こ
の
記
事
も
後
世
の
作
文
と
考
え
ら
れ
る）14
（
。
浮
丘
伯
に
つ
い
て
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
・
儒
林
伝
は
い
ず
れ
も
楚
元
王
・
夷
王
・
申
公
ら
の
師
と
し
て
浮
丘
伯
の
名
を
挙
げ
る
。
し
か
し
『
史
記
』
が
荀
子
の
門
人
と
し
て
挙
げ
る
の
は
李
斯
と
韓
非
の
み
で）15
（
、
漢
初
の
資
料
と
し
て
浮
丘
伯
に
言
及
す
る
も
の
は
な
い
。
昭
帝
期
の
議
論
を
宣
帝
期
に
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
『
塩
鉄
論
』
の
毀
学
篇
に
「
李
斯
与
包
丘
子
0
0
0
倶
事
荀
卿
」
と
あ
り）16
（
、
こ
こ
で
李
斯
と
併
称
さ
れ
る
「
包
丘
子
」
が
浮
丘
伯
だ
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る）17
（
。
な
お
『
新
語
』
資
質
に
「
鮑
丘
0
0
之
徳
行
、非
不
高
于
李
斯
・
趙
高
也
。」
と
あ
り
、
唐
晏
は
『
説
苑
』
至
公
篇
に
見
え
る
「
鮑
白
令
之
」
が
こ
84
の
「
鮑
丘
」
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
そ
も
そ
も
『
新
語
』
は
後
世
の
偽
作
で
問
題
と
な
ら
な
い）18
（
。
『
漢
書
』
は
浮
丘
伯
を
「
斉
人
」
と
す
る
が）19
（
、
劉
向
「
孫
卿
書
録
」
に
よ
れ
ば
、
荀
子
は
晩
年
に
楚
の
蘭
陵
令
と
な
り
同
地
に
葬
ら
れ
、
前
漢
末
に
も
な
お
荀
子
の
遺
風
が
蘭
陵
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う）20
（
。
蘭
陵
は
楚
の
県
だ
が
『
漢
書
』
地
理
志
で
は
東
海
郡
に
属
し
、
現
在
の
山
東
省
臨
沂
市
な
い
し
棗
荘
市
に
比
定
さ
れ
て
い
る）21
（
。「
楚
の
蘭
陵
」
は
「
斉
魯
の
間
」
と
言
う
べ
き
位
置
に
あ
り）22
（
、
ま
た
魯
そ
の
も
の
が
戦
国
末
に
は
楚
に
併
合
さ
れ
て
い
た
。
斉0
の
浮
丘
伯
が
楚0
で
荀
子
に
学
び
魯0
の
申
公
を
教
え
た
と
す
る
『
漢
書
』
説
は
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
さ
て
、
楚
王
戊
は
呉
楚
七
国
の
乱
に
破
れ
て
景
帝
前
三
年
に
自
殺
し
た
が
、
翌
四
年
に
は
王
戊
の
叔
父
で
平
陸
侯
だ
っ
た
劉
礼
が
楚
王
と
さ
れ
（
文
王
）、
同
七
年
に
は
子
の
道
が
嗣
い
だ
（
安
王
）。
さ
ら
に
『
漢
書
』
王
子
侯
表
上
に
よ
れ
ば
、
安
王
の
子
の
不
害
が
元
光
六
年
に
「
浮
丘
侯
」
に
立
て
ら
れ
た
と
い
う）23
（
。
こ
の
浮
丘
は
二
代
十
七
年
間
だ
け
存
続
し
て
特
段
の
記
事
も
伝
え
ら
れ
ず
、
元
鼎
五
年
末
に
ま
と
め
て
廃
さ
れ
た
百
六
国
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
申
公
の
師
を
荀
子
の
門
人
だ
と
伝
承
し
た
者
、
あ
る
い
は
彼
の
姓
を
「
包
丘
」
だ
と
伝
承
（
な
い
し
創
作
）
し
た
者
は
、
申
公
の
後
学
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
「
浮
丘
」
の
字
を
宛
て
得
た
者
は
、
む
し
ろ
楚
王
家
の
側
で
は
な
か
ろ
う
か）24
（
。
楚
元
王
の
玄
孫
で
あ
る
劉
向
の
「
孫
卿
書
録
」
は
「
李
斯
0
0
嘗
為
弟
子
而
相
秦
。
及
韓
非
0
0
号
韓
子
。
又
浮
丘
伯
0
0
0
。
皆
受
業
為
名
儒
。」
と
李
斯
・
韓
非
・
浮
丘
伯
の
三
名
を
列
挙
す
る
が
、
こ
れ
は
実
に
「
浮
丘
伯
」
の
初
出
で
あ
る
。
〔
楚
王
家
略
系
〕（
①
〜
⑧
は
楚
王
の
代
数
、
ゴ
チ
ッ
ク
は
侯
名
）
①
元
王
│
②
夷
王
│
③
王
戊
　
　
　
　
④
文
王
│
⑤
安
王
│
⑥
襄
王
│
⑦
節
王）25
（
│
⑧
王
延
寿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
丘
節
侯
│
侯
覇
　
　
　
　
紅
（
休
）懿
侯）26
（
│
懐
侯
│
│
敬
侯
│
│
│
哀
侯
　
　
　
　
　
　
　
　
劉
辟
彊
│
陽
城
繆
侯
│
節
侯
│
釐
侯
│
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉
向
│
紅
休
侯
歆
申
公
と
魯
詩
学
派
さ
て
、
申
公
が
荀
子
の
門
人
に
学
ん
だ
と
い
う
説
話
が
事
実
で
な
け
れ
ば
、
当
然
「
申
公
一
派
の
学
は
荀
子
に
淵
源
し
て
居
る）27
（
」
と
い
う
通
説
も
再
考
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
申
公
が
『
春
秋
』
を
伝
え
た
と
す
る
『
漢
書
』
説
は
、
穀
梁
学
の
由
来
・
位
置
づ
け
を
考
え
る
上
で
大
き
な
問
題
と
な
る
。
『
史
記
』
儒
林
伝
は
、
申
公
の
弟
子
と
し
て
蘭
陵
の
王
臧
・
代
の
趙
綰
を
、
ま
た
高
官
に
至
っ
た
者
と
し
て
孔
安
国
・
周
霸
・
夏
寛
・
85 魯申公と浮丘伯とについて（井上）
碭
の
魯
賜
・
蘭
陵
の
繆
生
・
徐
偃
・
鄒
人
の
闕
門
慶
忌
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
九
名
の
う
ち
少
な
く
と
も
五
名
が
魯
な
い
し
蘭
陵
の
人
と
さ
れ
る）28
（
。
さ
ら
に
『
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
魯
の
韋
賢
は
江
公
と
徐
公
か
ら
『
詩
』
を
受
け
、
ま
た
『
礼
』・『
尚
書
』
を
も
治
め
て
丞
相
に
至
っ
た）29
（
。
東
平
の
王
式
は
徐
公
・
許
生
に
学
ん
で
廃
帝
昌
邑
王（
海
昏
侯
）
の
師
と
な
り
『
詩
』
を
教
え
た
が
、
帝
の
廃
位
に
伴
い
蟄
居
し
た
。
山
陽
の
張
長
安
・
東
平
の
唐
長
賓
・
沛
の
褚
少
孫
・
薛
広
徳
ら
は
王
式
に
学
び
、
さ
ら
に
楚
の
龔
勝
・
龔
舍
は
薛
広
徳
に
学
ん
だ
と
い
う）30
（
。
と
こ
ろ
で
上
記
の
学
統
は
あ
く
ま
で
も
『
詩
』
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、『
史
記
』
も
「
申
公
独
以
『
詩
経
』
為
訓
以
教
」
と
言
う
。
『
漢
書
』
儒
林
伝
は
た
と
え
ば
孔
安
国
や
龔
勝
が
『
詩
』・『
書
』
を
兼
修
し
た
と
い
う
が
、前
者
は
倪
寛
か
ら
、後
者
は
陳
翁
生
か
ら『
書
』
を
受
け
た
と
さ
れ
、
ま
た
周
霸
の
『
易
』
は
田
何
に
本
く
と
い
う
。
彼
ら
は
申
公
か
ら
は
『
書
』
や
『
易
』
を
受
け
て
お
ら
ず
、
複
数
の
経
書
に
わ
た
る
「
魯
学
派
」
な
る
も
の
が
武
帝
以
前
に
存
在
し
た
こ
と
は
『
史
記
』
か
ら
は
窺
え
な
い）31
（
。
し
か
し
『
漢
書
』
儒
林
伝
は
「
申
公
卒
以
『
詩
』・『
春
秋
』
授
、
而
瑕
丘
江
公
尽
能
伝
之
、
徒
衆
最
盛
。」
と
述
べ
、
申
公
が
『
詩
』
の
他
に
『
春
秋
』
を
も
伝
え
て
江
公
が
こ
れ
ら
の
皆
伝
を
受
け
た
と
主
張
す
る
。
ま
た
儒
林
伝
に
は
、
王
式
が
晩
年
に
薦
め
ら
れ
て
博
士
と
な
り
、
当
時
「
魯
詩
の
宗
」
で
あ
っ
た
江
博
士
（
江
公
の
孫
）
に
辱
め
ら
れ
て
免
帰
し
た
と
い
う
逸
話
が
見
え
る）32
（
。
い
っ
け
ん
王
式
の
敗
北
を
述
べ
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
の
記
事
は
王
式
に
好
意
的
な
立
場
で
（
と
い
う
よ
り
も
江
博
士
の
悪
意
を
強
調
し
て
）
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
儒
林
伝
は
王
式
の
弟
子
や
孫
弟
子
を
列
挙
し
つ
つ
江
博
士
の
魯
詩
に
つ
い
て
は
後
学
を
伝
え
な
い）33
（
。
こ
の
事
件
の
後
に
も
魯
詩
学
の
主
流
は
王
式
ら
で
あ
り
続
け
、
江
博
士
は
『
穀
梁
』
の
み
を
伝
え
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
魯
学
派
と
穀
梁
学
申
公
の
『
詩
』
や
伏
生
の
『
尚
書
』
は
、
訓
詁
を
主
と
す
る
「
樸
学
」
で
、
武
帝
の
意
に
適
う
も
の
で
は
な
か
っ
た）34
（
。
元
鼎
六
年
の
封
禅
に
際
し
て
徐
偃
や
周
霸
ら
は
「
不
能
弁
明
封
禅
事
、
又
拘
於
詩
書
古
文
而
不
敢
騁
。」
と
し
て
罷
免
さ
れ）35
（
、災
異
説
を
取
り
入
れ
た
『
公
羊
』
や
『
斉
詩
』
が
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）36
（
。
『
漢
書
』
儒
林
伝
は
「
瑕
丘
江
公
受
『
穀
梁
春
秋
』
及
『
詩
』
於
魯
申
公
、
伝
子
至
孫
為
博
士
。」
と
し
、
申
公
の
『
詩
』
と
『
春
秋
』
を
瑕
丘
江
公
が
「
尽
能
伝
之
」
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
申
公
と
春
秋
学
（
と
い
う
よ
り
も
『
詩
』
以
外
の
学
）
と
を
結
び
つ
け
る
唯
一
の
記
述
で
あ
る）37
（
。
ま
た
『
漢
書
』
儒
林
伝
や
武
五
子
伝
等
は
、
武
帝
の
時
に
江
公
が
董
仲
舒
と
争
い
敗
れ
て
『
穀
梁
』
が
斥
け
ら
れ
た
と
し
、
た
だ
戻
太
子
が
江
公
か
ら
私
に
『
穀
梁
』
を
受
け
、
魯
の
栄
広
86
は
蔡
千
秋
・
周
慶
・
丁
姓
へ
『
穀
梁
』
を
授
け
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
非
公
然
の
伝
承
を
主
張
す
る
も
の
で
、『
穀
梁
』
を
武
帝
以
前
に
溯
ら
せ
る
た
め
の
附
会
だ
ろ
う
。
宣
帝
が
立
つ
と
、
祖
父
の
戻
太
子
が
『
穀
梁
』
を
好
ん
だ
こ
と
を
聞
き
、
韋
賢
・
夏
侯
勝
・
史
高
ら
へ
『
穀
梁
』
に
つ
い
て
尋
ね
た）38
（
。
彼
ら
は
み
な
魯
の
人
で
、『
公
羊
』
が
斉
学
で
あ
る
こ
と
、『
穀
梁
』
は
魯
学
で
あ
り
こ
れ
を
興
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
そ
こ
で
宣
帝
は
蔡
千
秋
を
抜
擢
し
、
郎
十
人
を
選
ん
で
『
穀
梁
』
を
学
ば
せ
た
。
蔡
千
秋
が
死
ぬ
と
江
公
の
孫
を
徴
し
て
博
士
と
し
、劉
向
ら
に
『
穀
梁
』
を
受
け
さ
せ
た
。
江
博
士
が
死
ぬ
と
周
慶
・
丁
姓
を
徴
し
、
彼
ら
は
石
渠
閣
で
議
論
し
た
と
い
う
。
韋
賢
ら
が
宣
帝
へ
言
上
し
た
「
穀
梁
子
本
魯
学
0
0
、
公
羊
氏
乃
斉
学
也
。
宜
興
穀
梁
。」（『
漢
書
』
儒
林
伝
）
が
「
魯
学
」
と
い
う
語
の
初
出
で
、
本
来
こ
れ
は
春
秋
学
に
つ
い
て
言
う
語
だ
っ
た
。
当
時
主
流
で
あ
っ
た
『
公
羊
』
を
「
斉
学
」
と
い
う
地
方
的
な
学
問
だ
と
貶
め
、
後
発
の
『
穀
梁
』
を
こ
れ
に
比
肩
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
上
位
に
据
え
よ
う
と
す
る
、「
魯
学
」
と
は
そ
の
よ
う
な
意
図
に
出
る
用
語
だ
っ
た
ろ
う）39
（
。
漢
初
に
魯0
詩
を
伝
え
た
申
公
が
『
穀
梁
』
を
も
伝
え
た
と
い
う
の
は
、『
穀
梁
』
を
魯0
学
と
称
し
た
が
故
の
、
宣
帝
期
以
降
に
係
る
架
上
と
思
わ
れ
る
。
ま
と
め
項
羽
の
死
後
、
劉
邦
は
魯
を
攻
囲
し
た
が
、「
魯
中
の
諸
儒
」
は
礼
楽
を
講
誦
し
弦
歌
の
音
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
申
公
は
こ
の
頃
お
そ
ら
く
二
十
歳
前
後
、
魯
で
無
名
の
師
に
学
ぶ
「
弟
子
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。彼
が
焚
書
以
前
に
楚
元
王
と
同
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
有
り
得
な
い
。
呂
后
期
、
申
公
は
長
安
に
出
て
『
詩
』
を
学
び
、
劉
郢
客
と
同
門
と
な
っ
た
。
申
公
と
楚
王
家
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
の
時
は
じ
め
て
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
ま
た
ま
元
王
の
太
子
が
早
逝
し
た
た
め
郢
客
が
二
代
夷
王
と
な
り
、
申
公
は
四
十
代
前
半
で
太
子
戊
の
傅
と
な
っ
た
。
し
か
し
三
代
の
王
と
な
っ
た
戊
は
学
を
好
ま
ず
、
申
公
は
五
十
歳
前
後
で
魯
へ
戻
っ
て
家
教
に
専
念
し
た
。「
楚
の
王
太
子
の
傅
」
と
い
う
経
歴
は
、
帰
居
の
後
に
も
弟
子
「
千
余
人
」
を
集
め
る
た
め
役
立
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
呉
楚
七
国
の
乱
後
に
復
興
を
許
さ
れ
た
楚
王
家
に
と
っ
て
も
、
こ
の
名
儒
と
自
家
と
の
関
係
は
重
要
だ
っ
た
ろ
う
。
申
公
と
楚
王
家
と
の
交
誼
を
夷
王
か
ら
一
代
く
り
上
げ
て
元
王
に
始
ま
る
も
の
と
し
た
の
は
、
夷
王
の
直
系
が
絶
え
、
元
王
の
子
で
あ
る
文
王
が
楚
を
復
し
た
後
に
作
ら
れ
た
因
縁
話
で
は
な
か
ろ
う
か
。
元
王
や
申
公
ら
の
師
を
浮
丘
伯
と
す
る
の
も
歴
史
的
な
事
実
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
訓
詁
を
専
ら
と
す
る
魯
詩
学
は
武
帝
に
好
ま
れ
ず
、
王
87 魯申公と浮丘伯とについて（井上）
臧
と
趙
綰
は
武
帝
初
年
に
自
殺
さ
せ
ら
れ
、
徐
偃
と
周
霸
は
封
禅
に
際
し
て
罷
免
さ
れ
た
と
い
う
。
武
帝
期
に
盛
行
し
た
の
は
『
公
羊
』
や
『
斉
詩
』
で
あ
っ
た
。
し
か
し
宣
帝
期
に
至
り
、
韋
賢
・
夏
侯
勝
・
史
高
（
い
ず
れ
も
魯
人
）
は
『
公
羊
』
に
対
抗
し
て
『
穀
梁
』
を
薦
め
、
こ
れ
を
「
魯
学
」
と
称
し
た
。
彼
ら
は
『
魯
詩
』
の
ほ
か
『
魯
論
語
』
等
に
も
個
別
的
に
関
わ
る
が
、『
魯
詩
』・『
魯
論
語
』・『
穀
梁
』
等
を
ま
と
め
て
「
魯
学
派
」
と
称
す
る
こ
と
に
は
歴
史
的
な
根
拠
が
な
い）40
（
。
荀
子
の
『
春
秋
』
学
が
浮
丘
伯
や
申
公
を
通
じ
て
『
穀
梁
』
ま
で
継
承
さ
れ
た
と
す
る
説
は
、
最
も
信
じ
が
た
い
。
　
注
（
1
）　
『
史
記
』
儒
林
列
伝
・『
漢
書
』
芸
文
志
等
。
た
だ
し
『
尚
書
』
壁
蔵
の
こ
と
は
『
史
記
』
袁
盎
鼂
錯
列
伝
に
は
見
え
な
い
。
な
お
『
史
記
』・『
漢
書
』
は
中
華
書
局
標
点
本
を
用
い
る
。
（
2
）　
『
史
記
』
酈
生
陸
賈
列
伝
・
儒
林
列
伝
等
。
た
だ
し
『
史
記
』
は
「
言0
礼
、
自
魯
高
堂
生
。」「
於
今
独
有
『
士
礼
』、
高
堂
生
能
言0
之
。」
と
言
う
に
と
ど
ま
り
、
高
堂
生
が
「
士
礼
十
七
篇
0
0
0
」
を
伝
え
た
と
す
る
説
は
『
漢
書
』
に
降
る
。
（
3
）　
秦
始
皇
に
よ
る
焚
書
（
前
二
一
三
年
）
か
ら
前
漢
恵
帝
に
よ
る
挟
書
律
の
廃
止
（
前
一
九
一
年
）
ま
で
は
足
か
け
二
十
三
年
。
焚
書
か
ら
陳
勝
ら
の
挙
兵
ま
で
な
ら
ば
四
年
で
、
こ
の
短
期
間
に
詩
書
が
紊
滅
し
た
と
は
信
じ
が
た
い
。
（
4
）　
廖
平
は
今
文
学
に
つ
い
て
「
按
、
今
学
旧
本
一
派
、
伝
習
者
因
地
而
異
。」「
今
派
全
由
郷
土
致
岐
異
。」
と
し
て
「
魯
派
」・「
斉
派
」・「
韓
派
」
を
列
挙
し
、『
魯
論
』
や
『
穀
梁
』
等
を
「
今
学
魯
派
」
と
呼
ん
だ
（『
今
古
学
攷
』
巻
上
「
今
古
学
流
派
表
」、
光
緒
丙
戌
序
陶
家
鈺
刊
本
）。
本
田
成
之
は
廖
平
を
踏
ま
え
つ
つ
『
左
伝
』
を
も
「
魯
学
」
に
含
め
た
が
（「
魯
学
派
に
就
て
」、「
芸
文
」
七
│
四
、
大
正
五
年
）、
武
内
義
雄
は
、『
魯
詩
』・『
韓
詩
』・『
穀
梁
春
秋
』
等
を
「
魯
学
派
」、
『
斉
詩
』・『
公
羊
春
秋
』・『
伏
生
尚
書
』
等
を
「
斉
学
派
」
と
し
、『
毛
詩
』・『
左
氏
春
秋
』・『
古
文
尚
書
』
等
を
「
古
学
派
」
と
し
た
（
岩
波
全
書
『
支
那
思
想
史
』
昭
和
十
一
年
、
一
四
〇
〜
一
六
七
頁
）。
　
　
　
武
内
の
「
武
帝
以
前
の
経
学
を
総
称
し
て
魯
学
と
い
ふ
に
対
し
武
帝
以
後
の
経
学
を
斉
学
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」（
同
一
五
四
頁
）・
「
魯
学
は
天
人
の
関
係
を
否
定
し
た
荀
子
の
学
に
発
源
し
て
居
る
に
反
し
て
、斉
学
は
天
人
の
相
関
を
肯
定
す
る
孟
子
に
出
て
居
て
」（
同
一
五
八
頁
）
と
い
っ
た
見
解
は
、
お
お
む
ね
踏
襲
・
是
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
（
5
）　
張
蒼
は
景
帝
の
前
五
年
（
前
一
五
二
年
）
に
「
年
百
有
余
歳
」
で
薨
じ
て
お
り
（『
史
記
』
張
丞
相
列
伝
）、
生
年
は
前
二
五
二
年
以
前
と
な
る
（
拙
稿
「
老
子
を
「
柱
下
の
史
」
と
す
る
説
に
つ
い
て
」、『
集
刊
東
洋
学
』
一
一
六
、
二
〇
一
七
年
）。
ま
た
『
史
記
』
南
越
列
伝
に
「
南
越
王
尉
佗
者
、
真
定
人
也
。
姓
趙
氏
。
…
…
秦
時
用
為
南
海
龍
川
令
。」「
至
建
元
四
年
卒
。」
と
あ
り
、張
釈
之
馮
唐
列
伝
に
「
武
帝
立
、
求
賢
良
、
挙
馮
唐
。
唐
時
年
九
十
余
。」
と
あ
る
。
（
6
）　
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
孔
鮒
に
つ
い
て
「
為
陳
王
渉
博
士
、
死
於
陳
下
。」
と
あ
り
、
儒
林
列
伝
に
「
陳
渉
之
王
也
、
而
魯
諸
儒
持
孔
氏
之
礼
器
往
帰
陳
王
。
於
是
孔
甲
為
陳
渉
博
士
、
卒
与
渉
倶
死
。」
88
と
あ
る
。
孔
鮒
と
孔
甲
と
が
同
一
人
物
で
「
魯
諸
儒
」
を
率
い
て
陳
勝
に
帰
属
し
た
者
と
す
れ
ば
、
彼
の
学
団
は
あ
る
い
は
陳
勝
と
運
命
を
共
に
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
孔
子
世
家
は
孔
子
か
ら
孔
鮒
ま
で
の
八
代
を
す
べ
て
直
系
相
続
と
す
る
が
、
孔
鮒
の
没
後
に
「
弟
の
子
」
で
あ
る
孔
襄
（
孔
安
国
の
曽
祖
父
）
が
嗣
い
だ
と
い
い
、
孔
鮒
の
子
が
不
自
然
死
し
た
（
父
と
と
も
に
敗
死
し
た
）
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
。
（
7
）　
『
史
記
』
儒
林
列
伝
「
及
高
皇
帝
誅
項
籍
、
挙
兵
囲
魯
。
魯
中
諸
儒
尚
講
誦
習
礼
楽
、弦
歌
之
音
不
絶
」。
た
だ
し
こ
れ
は
直
後
の
「
漢
興
、
然
後
諸
儒
始
得
0
0
修
其
経
芸
。」
に
矛
盾
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。
（
8
）　
『
史
記
』
劉
敬
叔
孫
通
列
伝
。
叔
孫
通
に
つ
い
て
は
恵
帝
の
初
年
ま
で
、
陸
賈
に
つ
い
て
は
文
帝
の
初
年
ま
で
『
史
記
』
に
記
事
が
見
え
る
が
、
彼
ら
の
生
没
年
や
師
承
は
知
ら
れ
な
い
。
（
9
）　
『
史
記
』・『
漢
書
』
と
も
楚
夷
王
の
名
を
基
本
的
に
「
郢
客
」
と
す
る
が
、『
史
記
』
の
う
ち
孝
文
本
紀
や
儒
林
列
伝
な
ど
で
は
「
郢
」
と
し
て
お
り
『
漢
書
』
文
帝
紀
や
儒
林
伝
も
こ
れ
を
襲
う
。
（
10
）　
た
だ
し
申
公
は
楚
を
辞
し
た
後
「
終
身
不
出
門
…
…
独
王
命
召
之
乃
往
。」（『
史
記
』
儒
林
列
伝
・『
漢
書
』
儒
林
伝
）
と
い
い
、
武
帝
に
召
さ
れ
た
記
事
は
こ
れ
に
矛
盾
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。
（
11
）　
服
虔
は
「
浮
丘
伯
、
秦
時
0
0
儒
生
。」
と
し
て
お
り
、
浮
丘
伯
が
呂
后
期
ま
で
生
存
し
た
と
は
言
わ
な
い
。
（
12
）　
申
公
は
始
皇
の
統
一
の
頃
に
生
ま
れ
た
こ
と
と
な
る
。
斉
詩
を
伝
え
た
と
い
う
轅
固
生
は
武
帝
初
年
に
「
九
十
余
」
と
さ
れ
、
申
公
よ
り
十
歳
ほ
ど
年
長
と
な
る
。
（
13
）　
『
漢
書
補
注
』
は
「
王
先
慎
曰
、芸
文
志
不
載
元
王
詩
伝
。
志
本
『
七
略
』、劉
歆
不
応
数
典
忘
祖
当
是
次
而
未
成
、故
班
史
伝
疑
云
「
或
有
」
以
示
未
見
之
意
。」
と
言
う
（
芸
文
印
書
館
景
光
緒
二
十
六
年
浙
江
書
局
刻
本
）。
（
14
）　
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
に
「
王
戊
…
…
乃
与
呉
通
謀
。
二
人
諌
、不
聴
、
胥
靡
之
、
衣
之
赭
衣
0
0
、
使
杵
臼
雅
舂0
於
市
。」
と
、
外
戚
伝
上
に
「
呂
后
為
皇
太
后
、
乃
令
永
巷
囚
戚
夫
人
、
髡
鉗
衣
赭
衣
0
0
、
令
舂0
。」
と
あ
る
。『
司
空
律
』
に
は
「
城
旦
舂
、
衣
赤
衣
、」
と
あ
る
が
（『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
第
一
四
七
簡
及
び
『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
〔
肆
〕』（
上
海
辞
書
出
版
社
、二
〇
一
五
年
）
第
一
六
七
簡
）、
伝
世
文
献
に
お
い
て
舂
刑
と
赭
衣
と
が
共
起
す
る
も
の
は
こ
れ
ら
の
他
に
見
あ
た
ら
な
い
。
戚
夫
人
の
説
話
を
踏
ま
え
て
楚
元
王
伝
が
作
文
さ
れ
た
も
の
か
。
（
15
）　
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
と
李
斯
列
伝
は
李
斯
が
荀
子
に
学
ん
だ
こ
と
を
言
い
、
老
子
韓
非
列
伝
は
韓
非
が
「
与
李
斯
倶
事
荀
卿
」
と
言
う
が
、
彼
ら
以
外
に
荀
子
の
弟
子
の
名
は
見
え
な
い
。『
荀
子
』
議
兵
篇
に
見
え
る
「
陳
囂
」
は
荀
子
の
弟
子
の
よ
う
だ
が
、『
史
記
』
や
劉
向
「
孫
卿
書
録
」
は
彼
に
言
及
し
な
い
。
（
16
）　
『
塩
鉄
論
』
は
「
包
丘
子
」
に
作
る
が
（『
四
部
叢
刊
』
景
明
刊
本
）、
『
太
平
御
覧
』
百
穀
部
五
引
『
塩
鉄
論
』
は
「
鮑
丘
子
」・「
鮑
丘
」
に
作
る
（『
四
部
叢
刊
三
編
』
本
）。
（
17
）　
『
漢
書
疏
証
』（
浙
江
官
書
局
光
緒
二
十
六
年
刊
本
）等
。「
包
」・「
浮
」
の
通
用
は
、『
公
羊
』・『
穀
梁
』
の
経
文
に
見
え
る
地
名
「
包0
来
」（
隠
公
八
年
）
を
『
左
伝
』
の
経
文
が
「
浮0
来
」
に
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
。
　
　
　
な
お
山
田
統
「
伯
魚
と
陳
亢
」（「
国
学
院
雑
誌
」
七
六
│
一
一
、
89 魯申公と浮丘伯とについて（井上）
一
九
七
五
年
）
は
「
浮
丘
伯
と
包
丘
子
と
は
同
一
人
で
あ
り
、
そ
の
名
は
、
と
も
に
蛙
か
ら
発
想
さ
れ
た
擬
人
名
で
あ
り
、
蝦
蟆
の
人
で
あ
る
。」
と
す
る
が
、
従
い
が
た
い
。
（
18
）　
唐
晏
『
陸
子
新
語
校
注
』（『
龍
谿
精
舎
叢
書
』
本
、
民
国
六
年
）
は
「『
塩
鉄
論
』、「
李
斯
与
包
邱
子
倶
事
荀
卿
、
包
邱
子
不
免
甕
牖
蒿
盧
」。
按
即
浮
邱
伯
。」
と
す
る
（
王
利
器
『
新
語
校
注
』
も
こ
れ
を
引
く
）
が
、同
書
の
紅
印
本
（
筆
者
蔵
）
は
該
当
箇
所
を
「
按
『
説
苑
』、
始
皇
時
有
鮑
白
令
之
、
諌
始
皇
封
禅
意
。
即
其
人
未
知
是
否
。」
と
し
、
こ
れ
を
刊
本
の
文
言
へ
変
更
す
る
よ
う
附
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
説
苑
』
至
公
篇
の
鮑
白
令
之
は
秦
始
皇
の
臣
と
さ
れ
、
『
塩
鉄
論
』
の
包
丘
子
が
「
飯
麻
蓬
藜
、
修
道
白
屋
之
下
」
と
さ
れ
る
の
に
合
わ
な
い
。
　
　
　
『
新
語
』
が
後
世
の
偽
書
で
あ
る
こ
と
は
、福
井
重
雅
『
陸
賈
『
新
語
』
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。
ま
た
た
と
え
ば
道
基
篇
や
術
事
篇
に
見
え
る
「
五
経
」
の
語
は
『
新
語
』
を
高
祖
期
と
み
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
。
な
お
『
漢
書
』・『
塩
鉄
論
』
は
「
浮
丘
」・「
包
丘
」
を
複
姓
と
す
る
よ
う
だ
が
、『
新
語
』
は
「
李
斯
」
や
「
趙
高
」
と
「
鮑
丘
」
と
を
並
べ
「
鮑
」
を
単
姓
と
す
る
よ
う
で
、
こ
の
こ
と
も
『
新
語
』
の
後
代
性
を
傍
証
す
る
。
（
19
）　
『
後
漢
書
』
献
帝
紀
や
劉
虞
公
孫
瓚
陶
謙
列
伝
に
「
鮑
丘
」
が
見
え
（
中
華
書
局
標
点
本
）、
ま
た
『
水
経
注
』
に
「
鮑
丘
水
」
が
見
え
る
が
（『
四
部
叢
刊
』
景
武
英
殿
聚
珍
本
）、
漢
代
の
漁
陽
郡
に
あ
た
り
斉
や
魯
か
ら
は
遠
す
ぎ
る
。
ち
な
み
に
「
某
丘
」
と
い
う
古
地
名
は
河
南
か
ら
山
東
に
か
け
て
多
く
、
西
方
や
南
方
に
は
見
ら
れ
な
い
。
（
20
）　
『
荀
子
』
及
び
「
孫
卿
書
録
」
に
つ
い
て
は
『
古
逸
叢
書
』
本
を
用
い
る
。
（
21
）　
釜
田
啓
市
「
前
漢
東
海
郡
の
学
術
的
動
向
」（「
待
兼
山
論
叢
」
哲
学
篇
三
二
、一
九
九
八
年
）・
池
田
知
久
「
蘭
陵
荀
子
墓
探
訪
記
」（「
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
」
四
四
、
二
〇
〇
五
年
）
等
。
（
22
）　
『
漢
書
』
儒
林
伝
に
「
天
下
並
争
於
戦
国
、
儒
術
既
黜
焉
。
然
斉
魯
之
間
学
者
猶
弗
廃
。」
と
あ
る
。
　
　
　
楚
王
韓
信
や
楚
元
王
が
都
し
た
彭
城
は
も
と
宋
地
だ
が
、
蘭
陵
は
彭
城
か
ら
さ
ら
に
北
東
に
位
置
す
る
。
（
23
）　
浮
丘
の
節
侯
。
節
侯
の
名
を
『
漢
書
』
王
子
侯
表
上
は
「
不
害
」
と
し
、『
史
記
』
建
元
已
来
王
子
侯
者
年
表
は
「
不
審
」
と
す
る
。
　
　
　
浮
丘
侯
の
封
地
は
沛
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
『
漢
書
』
地
理
志
に
載
せ
る
沛
郡
の
県
名
に
「
公
丘
」・「
敬
丘
」・「
夏
丘
」
は
見
え
る
が
「
浮
丘
」・「
包
丘
」
は
見
え
な
い
。
一
方
で
『
水
経
注
』
泗
水
や
『
史
記
正
義
』
高
祖
本
紀
引
『
括
地
志
』
は
、沛
郡
豊0
県
の
付
近
に
「
泡0
水
」
（
あ
る
い
は
「
豊
水
」）
が
流
れ
て
い
た
こ
と
を
言
う
。
な
お
浮
丘
侯
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
魯
共
王
の
子
の
劉
順
が
「
公
丘
侯
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
「
包
丘
」
が
「
公
丘
」
の
形
訛
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ
、
ま
た
王
子
侯
表
上
に
は
代
共
王
の
子
の
劉
遇
が
「
夏
丘
侯
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
見
え
る
。
（
24
）　
あ
る
い
は
浮
丘
伯0
の
名
も
浮
丘
侯0
か
ら
着
想
さ
れ
た
も
の
か
。
（
25
）　
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
や
諸
侯
王
表
は
楚
王
延
寿
の
時
に
楚
国
が
廃
さ
れ
た
と
い
う
。『
史
記
』
楚
元
王
世
家
は
「
襄
王
立
十
四
年
卒
、
子
王
純
代
立
。
王
純
立
、
地
節
二
年
、
中
人
上
書
告
楚
王
謀
反
、
王
自
殺
、
国
除
、
入
漢
為
彭
城
郡
。」
と
い
う
が
、「
子
王
純
代
立
。
王
90
純
立
、
地
節
二
年
…
…
」
と
い
う
の
は
不
自
然
。
楚
元
王
世
家
の
冒
頭
か
ら
「
子
王
純
代
立
。
王
純
立
」
ま
で
は
三
百
八
十
四
字
で
二
十
四
字
十
六
簡
分
に
相
当
し
、こ
の
後
の
「
地
節
二
年
…
…
為
彭
城
郡
」
二
十
四
字
は
錯
簡
で
あ
ろ
う
。
（
26
）　
紅
侯
家
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
王
子
侯
表
上
は
懿0
侯
富
↓
懐0
侯
登0
↓
敬
侯
嘉0
↓
哀
侯
章
と
い
う
世
系
を
載
せ
る
が
、『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
は
荘0
侯
富
↓
悼0
侯
澄0
↓
敬
侯
発0
↓
侯
章
と
す
る
。「
荘
」
は
後
漢
明
帝
の
諱
、「
発
」
は
光
武
帝
の
五
世
祖
の
諱
。
　
　
　
劉
富
は
初
め
休
侯
と
さ
れ
た
が
呉
楚
の
乱
に
坐
し
て
免
ぜ
ら
れ
、
文
王
が
楚
を
復
し
た
後
に
改
め
て
紅
侯
と
さ
れ
た
。
劉
富
の
玄
孫
で
あ
る
劉
歆
が
元
始
五
年
に
「
紅
休
侯
」
と
さ
れ
た
の
は
こ
れ
を
記
念
し
た
も
の
か
。
（
27
）　
武
内
書
一
四
一
頁
。
（
28
）　
孔
安
国
と
周
霸
は
魯
人
。
碭
は
梁
国
の
県
。
夏
寛
は
未
詳
。
徐
偃
は
『
漢
紀
』
孝
武
紀
四
に
「
上
庸
博
士
徐
偃
」
と
見
え
る
が
本
籍
は
未
詳
。
（
29
）　
『
漢
書
』
韋
賢
伝
は
、
賢
の
五
世
祖
の
孟
が
楚
元
王
・
夷
王
・
王
戊
の
傅
と
な
り
、
戊
の
無
道
を
風
諌
し
て
去
っ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
当
時
こ
の
よ
う
な
説
話
の
類
型
が
あ
っ
た
も
の
か
。
（
30
）　
『
漢
書
』
王
貢
両
龔
鮑
伝
は
、
龔
舍
が
「
以
魯
詩
教
授
」
し
た
と
言
う
が
龔
勝
・
龔
舍
の
師
を
言
わ
な
い
。
雋
疏
于
薛
平
彭
伝
は
両
龔
が
薛
広
徳
に
学
ん
だ
こ
と
を
言
い
、
儒
林
伝
は
龔
勝
が
陳
翁
生
に
、
龔
舍
が
薛
広
徳
に
学
ん
だ
と
い
う
。
（
31
）　
武
内
前
掲
書
は
「
申
公
は
魯
詩
の
学
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
実
は
礼
と
穀
梁
春
秋
と
を
兼
ね
た
人
で
、
荀
子
の
学
を
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
で
居
る
様
に
思
は
れ
る
。」（
一
四
三
頁
）
と
い
う
。
な
お
崔
適
は
「
漢
初
諸
儒
無
兼
経
者
」
と
指
摘
し
、『
史
記
』
が
「
弟
子
孔
安
国
」
以
下
を
申
公
に
懸
け
る
の
は
『
漢
書
』
儒
林
伝
の
『
尚
書
』
記
事
が
竄
入
し
た
も
の
と
主
張
す
る
（『
史
記
探
源
』、
宣
統
二
年
序
觶
廬
蔵
刊
本
）。
（
32
）　
「
博
士
江
公
世
為
魯
詩
宗
、
至
江
公
著
『
孝
経
説
』、
心
嫉
式
、
謂
歌
吹
諸
生
曰
「
歌
驪
駒
」。
式
曰
「
聞
之
於
師
。
客
歌
驪
駒
、
主
人
歌
客
毋
庸
帰
。
今
日
諸
君
為
主
人
、日
尚
早
、未
可
也
」。
江
翁
曰「
経
何
以
言
之
」。
式
曰
「
在
曲
礼
」。
江
翁
曰
「
何
狗
曲
也
」。
式
恥
之
、
陽
酔
逿
墬
。」（『
漢
書
』
儒
林
伝
）。
服
虔
は
「
驪
駒
」
を
「
逸
詩
篇
名
也
、
見
大
戴
礼
。
客
欲
去
歌
之
。」
と
い
い
、
文
穎
は
「
其
辞
云
、
驪
駒
在
門
、
僕
夫
具
存
。
驪
駒
在
路
、
僕
夫
整
駕
也
。」
と
い
う
。
王
式
は
「
臣
以
詩
三
百
五
篇
0
0
0
0
朝
夕
授
王
」
と
自
称
し
た
が
（『
漢
書
』
儒
林
伝
）、
王
式
と
江
公
と
が
「
驪
駒
」
を
共
有
し
て
い
た
な
ら
ば
現
在
の
三
百
五
篇
に
含
ま
れ
な
い
逸
詩
を
彼
ら
は
保
存
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
（
33
）　
『
後
漢
書
』卓
魯
魏
劉
列
伝
が
卓
茂
に
つ
い
て「
元
帝
時
学
於
長
安
、
事
博
士
江
生
、
習
『
詩
』・『
礼
』
及
歴
筭
、
究
極
師
法
、
称
為
通
儒
。」
と
い
う
が
、
江
博
士
は
宣
帝
期
の
人
で
時
代
が
合
わ
な
い
。
（
34
）　
た
と
え
ば
武
帝
は
倪
寛
に
「
吾
始
以
尚
書
為
樸
学
、
弗
好
。
及
聞
寛
説
、
可
観
。」
と
述
べ
て
い
る
（『
漢
書
』
儒
林
伝
）。
（
35
）　
『
漢
書
』
郊
祀
志
上
。『
史
記
』
孝
武
本
紀
は
「
拘
」
を
「
牽
拘
」
に
作
る
。
（
36
）　
た
と
え
ば
斉
詩
を
修
め
た
翼
奉
が
小
雅
十
月
之
交
を
重
視
し
た
の
は
「
日
蝕
地
震
之
效
」
を
知
る
た
め
と
さ
れ
（『
漢
書
』
眭
両
夏
侯
91 魯申公と浮丘伯とについて（井上）
京
翼
李
伝
）、『
詩
』
に
も
災
異
説
が
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
い
わ
ゆ
る
孔
子
刪
詩
説
は
『
史
記
』
に
初
見
す
る
が
、
こ
れ
も
春
秋
学
に
倣
っ
て
『
詩
』
を
「
経
」（
孔
子
が
刪
定
し
た
と
い
う
「
今
文
学
」
的
な
意
味
で
の
）
へ
と
位
置
づ
け
る
た
め
に
唱
え
ら
れ
た
説
と
考
え
た
い
。
（
37
）　
『
史
記
』
儒
林
列
伝
は
、
公
羊
伝
の
系
譜
を
述
べ
る
中
で
「
瑕
丘
江
生
為
穀
梁
伝
」
と
し
て
お
り
、あ
た
か
も
「
穀
梁
伝
」
が
『
公
羊
』
学
か
ら
派
生
し
た
一
伝
の
ご
と
く
に
見
え
る
。
　
　
　
野
間
文
史
「
春
秋
三
伝
入
門
講
座 
第
五
章 
穀
梁
伝
の
成
立
と
そ
の
伝
文
構
造
」（「
東
洋
古
典
学
研
究
」
五
、一
九
九
八
年
。
の
ち
『
春
秋
学
―
公
羊
伝
と
穀
梁
伝
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
は
、「『
史
記
』
で
は
い
ま
だ
申
公
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
瑕
丘
江
公
が
、『
漢
書
』
に
お
い
て
は
そ
の
師
承
関
係
が
明
記
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、「『
史
記
』
で
は
申
公
は
『
春
秋
』
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
し
か
も
瑕
丘
江
公
と
の
師
承
関
係
さ
え
無
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
穀
梁
伝
』
の
作
成
は
瑕
丘
江
公
以
前
に
は
遡
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
（
38
）　
韋
賢
が
丞
相
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
は
地
節
三
年
、
史
高
が
楽
陵
侯
に
封
じ
ら
れ
た
の
は
同
四
年
で
、
儒
林
伝
が
「
宣
帝
即
位
、
聞
衛
太
子
好
穀
梁
春
秋
、
以
問
丞
相
韋
賢
0
0
0
0
・
長
信
少
府
夏
侯
勝
及
侍
中
楽
陵
侯
0
0
0
史
高
0
0
。」
と
い
う
の
は
年
代
が
合
わ
な
い
。
（
39
）　
『
穀
梁
』
の
「
形
成
」
の
過
程
や
時
期
が
ど
う
あ
れ
、こ
れ
の
「
完
成
」
は
景
帝
期
の
『
公
羊
』
よ
り
も
遅
れ
る
だ
ろ
う
。
野
間
は
「『
穀
梁
伝
』
が
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
な
体
裁
を
備
え
た
の
は
「
石
渠
閣
論
議
」
の
直
前
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
。
　
（
40
）　
あ
る
人
物
や
そ
の
学
問
を
「
魯
学
」
や
「
斉
学
」
と
呼
ぶ
た
め
の
定
義
は
先
行
研
究
に
お
い
て
必
ず
し
も
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
武
内
前
掲
書
が
「
孝
文
の
頃
か
ら
著
名
に
成
り
か
け
た
経
学
は
大
抵
荀
子
の
流
を
汲
ん
だ
も
の
で
魯
人
に
よ
つ
て
継
承
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
こ
れ
を
魯
学
派
と
呼
ぶ
。」（
前
掲
書
一
四
四
頁
）
と
す
る
が
、
永
井
弥
人
「
斉
詩
学
派
と
斉
・
魯
学
派
」（「
中
国
古
典
研
究
」
四
六
、
二
〇
〇
一
年
）
は
「
斉
詩
学
派
は
、
斉
学
派
で
は
な
く
、
寧
ろ
魯
学
派
の
影
響
を
濃
厚
に
蒙
っ
て
い
る
と
考
え
る
。」
と
し
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
「
斉
詩
学
派
中
東
海
郡
出
身
の
者
が
多
き
を
占
め
る
が
、
漢
代
に
於
て
は
東
海
郡
は
魯
に
属
し
て
い
た
」
こ
と
を
挙
げ
る
（
た
だ
し
東
海
郡
は
元
王
か
ら
王
戊
の
時
ま
で
楚
国
に
属
し
て
い
た
）。
